
動 作 の起 こ り方 を表 わす 語 につ い て

一 「て し ま う,て お く,て み る,た 」 の 用 法 一

森 田 良 行

1問 題 の 提 起

谷崎潤一郎はその著 「文章読本Jで,日 本語の時制表現について次 のよ

うに述べている。(第2章 「文章の上達法一 文法に囚はれないこと」より

引用)

われわれの国の言葉にもテンスの規則などがないことはありません

けれども,誰 も正確には使っていませんし,一 々そんなことを気にし

ていては用が足 りません。「した」 と言へば過去,「する」と言へば現

在,「 しよう」 と言へば未来であ りますが,そ の時の都合でいろいろ

になる。一つの連続した動作を叙するにしても,「 した」「する」 「し

よう」を同時に使った り前後 して使 った り,全 く規則がないのにも等

しい。だがそれでいて実際には何の不便もな く,現 在のことか過去の

ことかはその場で自ら判別がつく.…(以 下略)

権かに谷崎が指摘するように,日 本語の時制表現は,西 欧語文法の見地

からすれば,規 則性がないかのように見える。事実ジ 日本語を学ぶ外国人

にとってもこれは習得困難な問題であ り,誤 用例も多い。 日本語は文末 ・

句末を 「一する」形にす喬か 「川したJ形 にするかは,規 則的な面 と恣意

的な面とがある。ある場合にはテンスが限定され,あ る場合 にはその選択

が自由であるとすれば,い ったいその規定は何によってなされているのかP

テンス規定の法則性が知 りたくなる。

ところで,動 作の終了を表わすのに 「一てしま う」とい う言い方がある。

本来,辞 である助動詞 「た」 とは別個の機能をになっているのであるが,
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日本語に不慣れな外国人は,な ぜ動作の終了を意味する 「。..て しまう」

に 「た」を付けなくてもよいのか理解に苦 しむ。動作の起こ り方を表わす

語 と時制表現 との闘係は日本語表現において特に重視されねばならぬ大き

な問題である。そこで以下,動 作の起こ り方を表わす補助動詞と助動詞に

ついて順次解説 しようと思 う。

H動 作の起こり方を表わす補助動詞*

1.解 て しま う

「て しま う
」 は 文脈 に よ って種 々の 意 味 を帯 ぴ る。 まず,動 作 性 の 動 詞

に つい て動 作 の 終 了 ・完 成 を表 わ す 。`ス ッカ リ_、 シ終 ワル'終 結 の 意

味 で あ る。.程 度 の副 詞 を冠 して 「ぜ んぶ 食 べ て し ま う。!す っか り話 して

しま う。」 の よ うな使 われ 方 が 多 い。 こ の動 作 終 了 の意 味 あい は,多 く有

意 志 性 動 詞 に付 く場 合 に強 調 され る。(瞬 間 動 作 動詞 に も付 くが,継 続 動 作

動 詞 の 揚 合 が多 い.)

○爆 発 しな い よ うに起 爆 装 置 を はず して しま う1

0出 掛 け る ま え に食 事 をす ま して しま う。

瞬 間動 作 動 詞,特 に無 意 志 性 の 動 詞 に付 くと,完 了 の強 調 に重 点 が置 かれ

`ヒ ドク
・一 ス ル/完 全 二_,ス ル/ホ ン トニ_ス ル'の 意 味 に 転 ず る。

「あ きれ て ～
・ 忘 れ て ～ ・ あ わ て て ～ ・(あ っ とい うま に)着 い て 解」 な ど。

○世 の 中 がす っか りお ちつ い て し ま った き ょ うこ の ご ろで は..

(II23)**

○昭 和20年5月 の空 襲 で,こ の印 刷 所 は焼 け て しま った。(m9)

「解 て しま う
」 に は しぱ しぱ`シ テ ハ ナ ラナ イ コ トヲスル 。 グ ァイ ノ悪

*本 章で と り上 げなかった補助動詞 「ている
,て あ る,て い く,て くる」につい

ては,次 の拙論を参照 され たい.
「動作 ・状態 を表 わす言 い方 」(「講座 日本語教育」第4分 冊)

「行 く・来る」 の用法(「国語学」第75集 〉

琳 用例 は主 として早大語研 目本 語 中級教科書 か ら採 った
。()内 のIIIIHは

第1部,第II部,第m部 を表 わ し,算 用数宇 はペー ジを表わす、なお,作 例 は表

示 を欠 く。
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イ状懇ニナル'。 の意味が付加される。 これは動作性動詞の他,状 態動詞

や受身 ・健役などを伴った形にも現われる。

○太田の奥 さんがね,来 ちゃったんですよ。(III49)

○ち ょっと小さすぎてしまった。

○おおかみに食われてしま うよ。

本来,好 ましからざる事態の招来を表わす形式ゆえ・「(私は)試験がよく

できて しまった。」などとは言えない。「た」を伴 うことによって,す でに

時問的におそすぎる,手 遅れの意 となる、他人の行為な ら

○彼は秘密文書を人に見せてしまった。

のように`困 ることがすでに起こった'の 意に,自 己の行為なら

○私は人の手紙を見て しまった。

のように`い けないことをすでに した'の 意 となる、 もっとも,同 じi入

称でも,

○す ぐ見てしまいますか ら,お 待ちください。

なら単なる動作の終了 とな り,け っきょく文脈によって左右 されて くるわ

けである。

「～て しまう」 は単に動作の行為過程の開始 ・終了 ・完成を概念 として

表わす のみで,表 現時点における完了意識 を表わさない。「書いてしま う」

は`全 部書ク/書 キ終エル'の 意に近 く,「書いた」 は完了した行為を表現

の現時点で顧み確認する話 し手の立場である。 このことから

○絵具でかいてしまうまえに下書きをしておいたら。

は可能であるが,「かいたまえに … 」 とは言い得ない。また・

○ さっき通 り過ぎた。

○きのうガラスを割 ってしまった。

動作の時を表わす副詞や名詞 「さっき,き の う」などは 「た」の表わす

テンスと呼応 し得るが,「さっき・一てしまう。ノきのう・一てしまう。」と

は言えない。ここに補助動詞 と時 の助動詞との機能差が認められ るのであ

る。
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2.～ てお く

○予習をしてしまう。1してお く。

「～てしまう」 は 「予習をす る」 とい う行為の終結 ・完成を示 し,す る

行為に重点が置かれる。「一てお くJは 事後 を予想 して前 もって 「する」の

であ り,し たあとに残る結果に重点が置かれる。

「ておく」 は有意志性の動作動詞に付き,意 志による行為として示 され

る。それゆえ自然物でも 「花を咲かせておく。」は可能であるが,「花が咲

いてお く。」 は成 り立たない。 意味は,自 己のためか他者のためかで分か

れる。

その1は,自 己のために,事 後を予想して事前に … を行なう 〈準備 〉

を表わす。これは多 く行なった結果の状態が事後まで続 く。

○下見 しておいたから安心だ。

○本や切手ならしまっておいたほ うが値が上がるかもしれない。(皿2)

その2は,他 者を前提とした行為で,あ る状態に し,そ の状態をいつま

で も続けさせる 〈放任>り 意 となる。 これには使役(許容)を伴 う言い方

も成9立 っ。

○思 うよう1とやらせておく。

○言いたいやつには言わせておけ。

他者を前提 としているが・やはり主体の意志の支醒下にあることに変わ

りはない。 この有意志性が,時 として作為的にわざとそのように振舞い,

また放任する意識 ともなる。

○すこしほめておいた。.

○相手をじらしておこう。

主体の意志性を内包するところから,多 く他動詞,そ れも動作動詞が先

行するが,ま れに自動詞の先行することもある。

O今 のうちにじゅうぶん眠っておこう。

「泳いで一,遊 んで一,寝 て～」など行為の蓄積が可能な揚合である。状

態動詞は原則 として先行 しないが,使 役が付けば成立する.
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○近 くにいさせておく。

○ うらやましがらせておく。

3,～ てみる

0字:を 書いてお く。/書いてみる。

「書いておく」は書いた結果に目的があ り,「書いてみる」は書 く行為自

体に目的がある。

○一回 り散歩 しようじゃないかと女を誘ってみた。〈II86)

`タメシニ… スル}と い う実験的試みの意図を持ち,そ れゆえ有意志

性の動作動詞に後接する。r咲 く,に お う,ざ める」 のような無意志性の

動詞には続かない。 ただ し,条 件形式 を作る 「～と/一 たら」が後接する

文型はこのかぎりではない。

O目 がさめてみるといい天気だった。(例解国語辞典)

O使 ってみると期待したほどの効果が出ない。(HI3)

○朝になってみたら熱はさがっていた。

○咲いてみるとそれほどきれいな花でもない。

・人間の行為 ・動作の場合は無意識裏に行なった結果の状況を,自 然現象

の場合はその事態が成立した時点においての状況を表わす。

4.～ てみせる

「～てみる」 が自己のために試みる行為であるのに対 し
,他 者のために

試みる行為は 「一てみせる」で表わす。有意志性の動作動詞に付 く.こ の

形式は本来

○正 しく発音 してみせた。

のように・他者のために行為 して提示することを表わすが,こ の提示意識

が強まると,

○しいて笑ってみせた。

○上品ぶってみせ'る。

他者の目を意識 してわざと誇大に行為する意味あいが強まる。

使役 「せ る/さ せる」 を介 して付 く場合には,行 為者が他者に転ずるば
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か りでな く,他 者(有情物)を 対象にすえて,相 手に自発的に行為 させるの

だとい う強い意志を表わす。

○きっと本 当のこ妻を言わせてみせる。

O鳴 かぬなら鳴かせてみせようホ トトギス。

それがことがらを対象にとって,自 己の行為に対する強い意志 ・覚悟 ・

決意をも表わすようになる。

○きっとこの仕事を成功させてみせる!

さらに,使 役が落ちてしまう形式も生ずる。

○きっとものにしてみせるぞ。

皿 形容詞表現 ・否定表現とテンス

形容 詞,打 消 「な い,ぬ 」,体 言+断 定 は テ ンス を表 わ さな い 。 これ ら

の語 は本 来 時 間 的 観 念 を持 た な いか ら,テ ンス を示 す た め に は 「あ るjを

介 して 「寒 くあ った → 寒 か った/静 か だ った/雨 だ った/行 ふ な か った 」

と動詞 のカ を借 りね ば な らぬ。 しか し,た とい カ リ活用+タ の 過 去形 を と

った と して も,機 能 的 には ク活 用 の 終 止 形 と重 な る。「き の うは行 った か 夷

の質問 に対 し,肯 定 形 は必 ず 「うん,行 った 。」 と過 去 形 を とる が,否 定

形 は 「い や,行 か な か った,/い や,行 か な い 。」 の両 様 が成 り立 ち得 る の

も,こ の こ とを端 的 に示 して い る。

Oぽ く,や ん ない よ。/や んな か った よ。

「や んな い よ
」 は過 去 に も未 来 に も使 え る。

Qお 金 が ない/な か った の で 買 い に行 き ませ ん で した 。

Oお 金 が 手 に は い った の で 買い に行 き ま した 。

文末 が 「た」 の テ ンス ゆ え 「手 に は い る の で」 は成 立 しな い 。(た だ し,

動 作動 詞 に 限 る。 状 態動 詞 は 「金 が あ る の で/あ った の で 」 両 様 可 能 。)

○ 「や った,や らぬ 」 の 言 い争 い 。

「や らな か
った 」 と言 わ な い。 動 詞 だ と,動 作 動 詞 の 揚 合 「た 」 が 付 け

ば 過去 に も完 了 に もな り得 る が,形 容 詞 や 打 消形 は 「たJが 付 くと過 去 に
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限定 されてしまう。「腹がすいたよ!」 と完了で表わす ところも,形 容詞な

ら 「腹がひもじいよ1」 と終止形で表わさねばな らぬ*。 動作の完了も現在

の判断なのである。これは体言+断 定の揚合も同様である。

Oい つにな く感 じがなまぬる く来た。ほおの色も少 し青い。(II87)

○た とえぱ大震災の災害にあっても,ま た来た,し かたがない とい うあ

きらめがあるんです。(II63)

○国語や 数学や英語の学科に何点を とったか,そ れ らが5段 階評価の

5で あるか3で あるか ・一(II37)

IV動 詞の表わすテンス

動詞 の表わすテンスは動作動詞 と状態動詞 とで異なる。「ある,い る,見

える,買 える」などの状態動詞は言い切 りの形(終 止形)で用いるときは

O沖 の暗いのに白帆が見える、

○あしたはきっと富士山が見えるぞ!

のように現在および未来を表わす。その点・「行 く・食 う・降る・死ぬ」等

の動作動詞は,

O今 晩雨が降る。

のように言い切 り形は未来 のみで,原 則 として現在を表わさない。現在表

現はr～ ている1～ てある』 を付加 して継続 ・進行や結果の現存 として表

現 しなければならない。もっとも,現 在 ・未来 と分けても,そ の表わす動

作 ・作用 ・行為 ・状態などが現実ρことがらとして確かなものと認められ

るか,ま だ不確かな段階にあるかの違いでしかなく,と もに現時点におい

て話し手によって認識 されたことが らである点では,未 来もまた現在の一

部 と言わなければならない。

あしたはあしたの風が吹く。/打てば響 く。1江戸のかたきを長崎で討

っ。/生あるものは必ず滅する。/無理が通れば道理ひっこむ。/災い転

*動 詞と形容詞との相違については拙論r動 作・状態を表わす言い方』(「講座日

本語教育」第4分 冊)を参照されたい・
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じて福となる。

のようなことわざ ・慣用句め類いでは,動 詞の言い切 り形が現在 とか未来

とかに限定 されず,一 般的な真理 として超時的であるのも,日 本語動詞の

表わすテンスが現実の時間の延長線上での現在 ・未来を区切 った ものでは

な く・単に表現時点における現在的認識を表わすにすぎないことを示 して

いる。このことは

○彼はいつもよく働 く。

O夜 は星が見える。

などの例を見れば明瞭であろ う。本来,動 詞の言い切 り形ははなはだ概念

的で具体性に乏 しい。 「歩 く」 はそれのみでは概念 として歩 く行為を表わ

し,現 実の場に使 うときには 「歩いているノ酎てい く/～ てくる/～ て し

まう」と補助動詞の助けを借 りなけれぱならない。

O働 くとは仕事をすることだ。

や辞書の見出 し語の形など,完 全に抽象的な意味 とな り,テ ンスは消え去

っている。

動詞の言い切 り形が現時点における話 し手 の橿倉的認識であることか

ら,動 作の瞬聞的認識として現在表現を代行することがある。

O雨 が降 ります,雨 が降る。遊ぴに行きた し傘はなし._

○坂は照る照る,鈴 鹿は曇る。

口頭語では 「あ,汽 車が来る!/あ,帽 子が飛ぶ1/木 の葉が落ちる。」の

ような現在表現もあるし,戯 曲の ト書き 「ベルが鳴 る。太郎立ち上がる。」

のような言い方もある。いわゆる歴史的現在は,状 態動詞やテイル形の現

在表現に合わせて,こ の種の概念的現在表現 を組み合わせたものである。

次に,過 去表現は動詞に 「た」を付けて表わす と言われているが,こ れ

も現実の過去ではない。表現時点における過去的認識(回 想とか確認など)

を示すにすぎない。た しかに状態動詞は 「た」 を伴 って 「昔 ここに池があ

った。」 のように過去を表わし,動 作動詞は 「きのう帰った.1い ま帰 っ

た。」のように過去や完了を表わす。 しか し,「そら,こ こにいた。/あ,こ

一28一



こにあった。/あ,お とうさんが帰 った。」 など決 して過去の事実や動作の

完了を述べているのではない。その事実を現在の立場で発見 し確認 してい

るにすぎないのである。

目本語の動詞は,現在に結果が残 っている事実も残っていない事実も,と

もに 「～た」の形で表わす。

○今 日まで21年 間,凸 版印刷の受付係を職揚 として過ごしてまい りま

した。(II23)

○来た当座は食べ物が違 うためか少しやせましたが・一 ・(正23)

`過去の事実だか ら',`現 在も残存する事実だから',`い ま完了 した事

実だから7な どを認識区別して現実の時間とo対 応からテンスを規 定しな・

い。文脈中での表現時点において,そ の事実を確立した事実 ととるか否か

の主観的判断にしたがって 「た」 の有無が決定される。それゆえ,iつ の

文中に2つ 以上の動作 ・状態が並立するときは,そ の認識いかんによって

は両者 とも 「一た」形式をとり得る。

Q貧 乏なタル洗いの人夫だった正左衛門は 自家用車を二,.三 台も持っよ

うな冨豪になったのである。(154)

〇三四郎は突然 として,初 めに池のまわ りで美禰子に会った暑い昔を思

い出した.(II92)

もちろん時間的先後関係からすれば,正 常な文にあっては,文 脈 内の初

めに位置するほうが時問的により以前の事態である。その事懇が確立した

場合 とい う認識のもとに次のことがらを述べるのであるから。

○あとにも先にも大目玉を食 ったのは,中 学2年 のとき,・一アイスス

ケー トのくつを買ってきたときである。(II56〉

のような倒置文では先後関係は逆になる。

このように,前 件の動作 ・状態が確立した と認定した とき,そ の状態や

揚の中で後件の動作が成立すると考えるのであるから,現 実には未来のこ

とや架空のことであっても,認 定いかんでは 「～た」表現が成立する。

○あすなさ早 く来た人が掃除すればいい。
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○今度の試験でいちばんいい成績をとった人にごほ うびを上げよう。

○雨の降る目にかさをささないで往来を歩きたいと思ったとしても・な

かなかそうはさせて くれない。(III42)

要するに 「酎た」によって表わされる事態は,現 実の過去ではない。話

し手が文脈内の時点において観念として回想する気持ちや確認する気持ち

なのである。

Oこ んどの目曜 目に鈴木先生のところへみんなで行 くことに」丞 …んだけ

ど,き みもいっしょに行かない～(112)

○あした試験あったっけ～

のような確定や確認の場合でも 「た」が使える。過去 とか完了とかジ現在

とかいう判断 も,け っきょくは動作・状態に対する主体の働きかけであり・

現実の時問を意味しない。 日本語では遍去 ・現在 ・未来とテンスの3分 法

をとるべきではなく,表現時点における話 し手の認識態度のあ り方か ら・完

了確立したものとする確認的認識 と,未 了未然のものとす る現在的認識と

に2分 すべきなのである*。 いわゆる時の助動詞は主体の心的態度に結び

ついた語であ り,命題の認識のしかたの区別(命 題に対する主体の心理的矩

離)がテ ンスとして表われるととるべきである。命題の成立自体の時間が.

問題なのではないo

V終 止形 「た」の意味と用法

終止形の中でも特に言い切 り形に限定 して考える.目言い切 り形 「た」は

文脈によって意味に差が出て くる。

L過 去 ・経験

動作 ・作用が過去に行なわれた との認識を表わす。

○彼は大正4年 にこの発明の特許をとった。(154)

これが 「私は...」 と話 し手自身にっいての叙述になれぱ,経 験の意味

*こ の2分 法 を,用 語 は違 うが,金 田一春彦 氏は 「以前,非 以前」,三 上章氏は

「完了,未 了」 と呼んでい る。
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が加わってくる。経験も過去の うちである。経験を表わすのは,話 材(動

作主)が言語主体の場合である・ また・先行動詞は・ 意志的な動作性の継

続動詞の場合に経験とな りやすい。

○私は高校時代,一 夏に3度 も富士山に登った。

これを可能動詞 「登れた」に置きかえると 「登 レタモノダッタナア..,」

という回想に転じてし.まう。

瞬聞動詞では他動詞の揚合経験とな り得る。

○そうやって(私ハ)ア イディアを見つけた。(王56)

「見つけた」 と他動詞が立つか らこそ 「私は… 見っけた」 と経験にな

る。自動詞 「見つかった」だと 「アイディアが...見 つかった」となって,

主語が1人 称でな くな り,意志的動詞 でな くなるか ら,経 験 とはならない。

完了となる。

2・ 完 了

動作 ・作用が完了または実現 している状態に対する環時点での認識を表

わす。命題の時問には関係なく,現 在のことにも過去のことにも言える。

O菊 治は太田夫人とまともに向き合っているこ.とに気がっいた。(III51)

○ふた りはまた無言で五六間来た。三四郎は突然口を開いた。(H89)

○彼が谷川岳へ登ってもう1週 間もたつ。/たった。

最後の例は 「たつ」 だと経過 していることを,「た った』だと経過 した

ことに対する現時点での確認を示す。それは1週 間とい う時の長さをすで

に経過 しおえた とい う完了意識でもある。だいたい完了 とは動作性に伴 う

ものであり,打 消形やテイル形 ・受身などの場合は状態性を帯びるため完

了意識は生まれない、5,の 回想意識となる。

3,確 かめ

確述 ・確定 ・強意など種 々の用語で示 される確かめ意識は 「一た」の中

心意義 と考えられる。過去も完了も広い意味での確かめである。確かめは,

動作 ・状態 ・ことがらがまちがいな く成立 したことを認知 し報告するもの

で,多 分に心理的な言表である。
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○きょうは足立幹彦さんから 「つゆどきの暮らし」についてお話を伺 う

ことにいた します.(137)

○ただいまのお話は東京医科大学教授の足立幹彦 さんでした。・(141)

前者はスピーチのまえ,後 者はスピーチのあとのアナウンサーの言葉で

ある。だから前者は未来形,後 者は過去形を用いたわけではない。その証

拠に,両 者のテンスを入れ替えても共に正 しい 日本語である。 しか し・客

観的事実はほとんど違わないとしても,表 現意識はかな り違 う。

○どうもいろいろあ りがとうございました。/ございます。(13)

○うん。 じゃ頼んだよ。/頼むよ。(117)

「阿する
」形は概念的であ り,「酎たJ形 式は事態の成立を確認する気持

ちが働く,よ り具体的表現となる。

○彼は以前か らここにいた。1いる。

「飼いた」 は客観的事実を経験 として報告 し,問 接的で確かめの念が強

い。 「～いる」は主観的な知覚として表出 ・主張するのみで,直 接的で念

お し意識がない。 「～た」 表現の地の文に 「～する」形がはい り込むいわ

ゆる歴史的現在は,こ の種の言い切 り形である。「一た ト するJの 対立は

心理的要素によっている。

○行ったほ うがいい.ノ行くほうがいい。

あいさつ言葉 「おはようございます。」 は一部の方言を除いて 「パまし

たJ形 を使わないが,

○ごちそうさまで した。/一です。

○おめでとうございました。!～ます。

は両形式可能で,共 に未来にも過去にも使える。

期待していた事態の実現に対 しても・それがまちがいなく成立 したのだ

とい う確認意識が働 き,「飼た」表現をとらせる。

○電車が来ました。/～来ます。

○時間になりました。/飼な ります。

同 じ事実であ りながら,と らえ方に心理的な差(期 待の有無)が あるわけ
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で あ る。 期 待 の 実現 の 他 に も,予 想 の的 中 「や っぱ り彼 だ った よ。」・ 発見

「あ あ
,わ か った 。」(113),「 何 だ,夢 だ った か!」,さ らに詠 嘆 や驚 愕 「ま

あ,あ きれ た!」 「こ りゃ驚 い た!」 と確 か めの 「一た 」 は 心 理 的 表 現 に多

用 され る。

4。 命 令

話 し手 の 心 理 内容 が き わめ て 主観 的 に 高 め られ た 表 現 と して・ 命 令 の

「～た
」 が あ る。 これ は 終 止 形 しか な い用 法 で*,動 作 動 詞 十 タ に の み 見 ら

れ る 。

Oお い 隆 ち ゃ ん,降 りた,降 りた,降 りな き ゃ登 って行 って 引 き ず り降

ろす よ。(野 上 弥生 子 「哀 しき少 年 」)
すもう

相撲の 「残った,残 った」,バ ナナのたたき売 り 「さあ・ 買った・買 っ

た」,そ の他 「どいた,ど いた」「並んだ,並 んだ」「さあ,歩 いた1」 など。

5・ 回 想

1-4の 諸形式は主として 「た」が動作性を受ける揚合についての用法で

あったが,次 に状態性を受ける揚合にっいて考察を進める。

「た3が 状態性を受けると回想意識 と塗る。 そのような状聾が過去にあ

った とい うことを現時点で確認することは回想することに通ずる。状態性

を表わすものに,存 在詞 「ある,い る」やその他の状態動詞がある。

O高 等学校から大学にかけて,私 に女友だちか ら手紙が来 ることが亜

た。(II57)

○あちらこちらと捜 し歩いた末,よ うや くその焼け跡 を見つけ出すこと

ができた。(HI9)

「できた」は可能の 「できる」 ゆえ状態性を帯ぴ,回 想意識 となる。 同

じ 「できるJで も

○ここで 日本入の友だちも何人かできました。(15)

は 「生ずる」意の動作性ゆえ,回 想意識は生まれない。完了である・ただ

し,動 作動詞でも打消やテイル形 ・受身の場合は状態性を帯帆.回 想意識

*金 田一春彦氏は,こ れを 「不変化助動詞」と名づけている。
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となる。

○あなたは うちわをかざして高いところに立っていた。(H92).

○受付係では私が最年長だったものですから,い っも矢面に立たされま

した。(II24)

形容詞や体言+断 定の揚合も同様である。

○何か名人かたぎというような感じを与える職工さんであった。(皿9)

6。 想 起

「た」 のあ とに疑問や確認 ・念押し等の終助詞や問投助詞が伴 うと,回

想意識がより心理的 ・主観的とな り,用 法も固定化する(終止形のみ)。過

去の経験なら回想 となるが,経 験的事実ではな く,承 知ずみの知識や決定

ずみの事態,既 定の事実等に対 しては想起となる。

O火 星に衛星あったかしら⊇

○お宅に電話あった⊇

○あした試験あったっけ動

○火曜 日はだめです。授業がありました。

「授業カミあります
」では単なる主張となる。

○「これが大隈さんの銅像です。」「早稲田大学を建てたかたですね。」

「～かたですね」は主張の確認形式
。「～かたでしたね」なら想起による'

確かめ意識 となる。

Or私 は燭台まであげたのに・なぜあなたは持ってい らっしゃらなかった

のか」 と言うんでしたね。(1工4)

想起形式は,逆 に見れば承知ずみの知識であることを暗示する。対人関

係に対して用 いれば,相 手を承知 しています よとの心づかいが,相 手に対

する敬意 ともなるD

O何 年ぷ りかでお見かけしてごあい さつ をすると,た いていは"ど ちら

でしたカ・"と!ナげんな顔をなさいます。(II27)

「どなたですか⊇」では失礼になろう。
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V1連 体形 「た」の意味と用法

動 詞+連 体 形 「た 」 は連 体 法 に限 られ る(形 式 名 詞 の 付 い て 体 言 化 す る

用 法 も含 めて 。)その場 合 「た 」 の 表 わ す 意 味 は・ 文 脈 や 先 行 動 詞 の 種 類 に

よ り2種 に 分 れ る 。1つ は動 詞 の 動 作 性 が そ の ま ま働 く 完 了(こ れ は終 止

形 と同 じ機 能),1つ は動 作 性 が 状 態 性 に 置 き替 わ る属 性 所 有(こ れ は 連 体

法 特 有 の 機 能)で あ る。 属 性 所有 とは,動 作 ・作 用 や そ の結 果 が 存続 して1

つ の 状 態 と して そ の も のの 属 性 とな って い る揚 合 をい う。 状 態 性 を 表 わ す

点 で は 「てい る!て あ る」 と同 じ で あ る。 だ いた い 動 詞 が 状 態 を表 わ す 揚

合 とい え ば,1.本 来 状 態 を表 わ す 状 態 動詞2.動 詞+て い る/て あ る3.

動 詞+「 た」 の属 性 所 有(折 れ た くぎ,削 った 鉛 筆,な ど)の3種 で あ る。

○ また さ ら に違 った 面 か ら見れ ば,ど う とで も弁 解 の つ く こ とば に な っ

て い ます 。(∬12)

の よ うに 「違 う面/違 づ てい る面 〆違 った 面 」と3様 可 能 な 動 詞 もあ る 。さ

て,

○ 内 山 峡 に 沿 った静 か な道 。σ133)

「沿 う
Jの よ うに属 性 や 状 熊の 意 味 を帯 び る動 詞 は,「 沿 う道 」 で 状 態 性

を表 わ し得 る。 そ れ が 「沿 った 道/沿 っ て い る 道」 と,ほ ぼ 等価 な 表 現 を

共 存 させ る 。

帯 び た ～,異 な った 柑,適 した ～,.。.を 持 った ん

な ど,い ず れ も3様 可 能 な動 詞 で あ る.一 方,

Oホ ップ の きい た ピール よ り もず っ と うまい ね 。(II74)

「て い る」 は 可 能 だ が
,「 き く一」 とは 言 え な い 。

似 た 阿,苦 み ば しっ た ～,尖 った ～,さ ら さ ら した ～,ば か げ た ～,

しゃれ た ～,し っか り した 一,砕 けた 一,あ りふ れ た 一,ふ と っ た 一,

整 った 解,澄 ん だ 解,冷 えた 削,曲 が った ～,焼 けた ～,変 わ った 一

い ず れ も 「た!て い る」 のみ 可能 な動 詞 で あ る。 これ らは本 来 状 態 の意 味

を帯 び る動 詞 か ・ また は 自動 詞 の 動 作 動 詞 の うち属 性 や 状 態 に 関す る意 味
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(状 態の 変 化,比 較,関 係 な ど)を 有 す る動 詞 で あ る 。 た だ し 「そ び え る」

の よ うに 「た ～」 のみ 不 可 能 な 特殊 動 詞 も あ る 。

なお*,「 ～た/一 す る」 のみ 可 能 で 「て い る 一」 を持 たぬ も の は

そ うい った 一,と い った ～,一 ン に 因 ん だ 一

の よ うな慣 用 化 した 言 い 回 しで あ る。 「た 一」 しか 成 り立 た な い もの は

主 だ った 解,表 だ った 解,こ う した ～,大 それ た 一,ち ょ っ と した 帖

ふ と した ～,ほ のぽ の と した ～,れ っ き と した ～

の よ うな1語 化 し,無 活 用 化 した 連 体 詞 的 な語(ま た は句)で あ る。

自動 詞 に 「て い る」 が 付 い た場 合,状 態 の意 を帯 ぴ る動 詞 牌 な ら 「似 て

い る」 と状 態 性 を,瞬 問動 作 動 詞 な ら 「窓 が あ い て い る」 と結 果 の現 存 と

い う,こ れ また状 態 性 を表 わ す が,継 続 動 作 動 詞 の場 合 は 「雨 が 降 って い

る 」の よ うに継 続 進 行 の動 作 性 とな って し ま う。 それ ゆ え 「た」 の属 性 所

有 と置 きか えの で き るの はr似 て い る人/似 た 人 」「あ い てい る窓/あ い た

窓Jの 両 種 で,「 降 ってv、る雨/降 った雨 」 は意 味上 対応 しな い。

とこ ろで,瞬 間動 詞 は対 応 す る とい って も,「 決 ま った 麟 ぶ れ 」 の属 性

所 有 も 「さ っ き決 ま った 顔 ぶ れ 」の よ うに鋤 作 の 時 を表 わす 副 詞 が付 く と・

完 了 とな り,「 て い るJと 対 応 しな いp

Oい ま鳴 いた か らす が も う笑 った 。

O久 しぶ りに雨 の あが った 日曜 目(H8)

文脈 上 「てい る」 との 置 きか え を許 さぬ 完 了 で あ る。

O咲 い た花 な ら散 る の は覚 悟 。

動 作 の完 了 と とるか,そ の作 用 や結 果 が 存 続 して 属 性 と見 な し得 る か ・

そ の境 は微 妙 で あ る。 他 動 詞 も受 身 を伴 え ば属 性 所 有 とな る。

○仙 台 付 近 は,と くに それ 以 北 は,最 も取 り残 され た 土 地 に な って い た 。

(皿57)

*以 下 の叙 述は宮島達夫氏 の調査r現 代雑誌九十種 の用語用字」(国研)を 参照。

(状態の表現,p・167)
牌 「ある,い る,泳 げ るJの ような状 態動詞 は 「七いる」 が付か ない。意味上重

複 す るか ら,そ の必要がないのであろ う。
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同 じ現実の状態でも,「 ～た」形式で表わす と,き わめて概念的な状態

性 となってしまう。その点,進 行や継続に近い 「厚ている」形式の具体的

で現実的な生きた状態性 とは違 う.

○ 自動車に乗 った人/乗 っている人

「乗 った人」 を,属性所有 ととると,か つて乗 ったことのある経験者か,さ

目もなければ静止 した画中の人物を考える。 「乗っている人」 は現実に今車

中にある動的な人物を想像する。慣用化 した言葉 「生きた心地もない。ノ生

きた言葉。/チ ョコレー トの掛かったお菓子。Jな ど,い ずれも抽象的 ・概

念的で無テンスである。

他動詞の揚合は 「てある」に対応する。 「思いのたけを込めた手紙。・ノ絵

にかいた餅」

○屏風にかいた絵1か いてある絵

属性所有の状態性も,動 作主が主語 として明示されると,

○横山大観が屏風にかいた絵

のように完了の動作性が表立ち,テ ンスが強まり,結 果の存在 となってし

まう。「てある』へ置きかえると意味が変わ ってしまう。他動詞の揚合,多

くは意志的な動詞に 「た」が付いて属性 ・状態性を帯びさせる。

O長 石を入れた本格的な うわぐす り(III26)

○それは江州商人を出 した近江のことだからとも言えよう。(HI55)

あとの例 「出 した」は意志的でないため 「出 してある」への置きかえは

できない。この用法はしばしば超時的で一般的事実や真理 ともなる。

○人か ら置 知識は不正確である。(III13)

○っゆどきといっても,と きどき思い出したように晴れることがあ りま

す。(139)

また・慣用化 された比喩も作る。 「捨てたものでもない。ノ聞いたふ うな

ことを言 う。」
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VH同 一文中における2つ の動作作用

1.～ するのを～した/～ するのが～だった

準体助詞 「の」や形式名詞 「こと」によって くくられ る先行句のテンス

は,文 全体 を表わす展闘句のテンスに規制 されない。

動詞の連体形 を 「酎す るの1～ すること」 となまで用いると,概 念的で

無テンスとなる。

○ことしはつゆの来るのが少 し早か った。(137)

○...と い う期待が心の片すみから消えることがあ りませんでした。

σ129)

「つゆの来るの」は`梅 雨の入 り'「消えること」は`期 待 の点滅'と い

う体言的概念に近 く,作 用の具体的な実現 をテンスを伴 って動詞的に表現

していない。

2,～ したのを一した

3、 酎しているのを～した

○日本へ来たことを後悔す る.1し た。

2.の 形式は事態が成立 ・実現 した という事実を・完了後の結果や状態に

主眼を置いてとらえたもの。3,の 形式は現在の事実 として認識する。もし

「していたのを」なら過去の事実として確認し回想する気持ち。

4.～ するとき～する

以下7、までは対等の2っ の行為・作用を並行させる言い方で,「 とき/あ

いだ」が用いられる。展開句の文末形式は過去 ・未来どちらも可能である

が,文 末のテンスは先行句のテンスを規制しない。

4。の 「一するとき」 形式は連体形の持つ概念的意味合いが濃い。 「する

とき」は 「する揚合」 と置きかえのきく,超 時的事実や真理,仮 定的事態

のことが多い。

○えくぽは笑 うときできる。

○日本へ来るときは前もって知らせてください。
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未来の行為や 日常の習慣化 した行為には 「場合」 との入れ替えはきかな

いo

O新 聞はあした/毎 日会社へ行 くとき買う。

5・ ～するとき～した

文末形が過去 ・完了をとるため,す でに成立 した現実の具体的事態を表

わし,先 行動詞 の種類 によって 「とき」の意味もきまる。動作動詞の場合・

事態の成立には・成立に先立つ前段階 〈直前>と,成 立するまでの過程

く途中〉とが内在する.瞬 間動作動詞はふつ う〈直前>ま たは成立の 〈同

時性 〉を,

○芭蕉は死ぬとき辞世の句を詠んだ。

○雷が鳴るときヒ。カッと光った。・

継続動作動詞は く最中〉か 〈途中>を 表わす ことが多い。

○清盛は死ぬときさんざん苦しがって死んだ。

並立す る動作・行為が瞬問性のものか継時性のものかで2種 に分かれ弓。

「来る,行 く,帰 る」のような移動動作動詞は

○私は旅行に行 くとき,食 糧を準備した。

Oそ の昔,神 父 ヨゼフ ・ロゲンドルフが 日本に来るとき,初 めて目本字

の野立て広告を見て,さ っそ く字引きを引いた。(H73)

○彼はうちへ来るとき車に乗ってきた。

く直前>〈 途中〉く同時性>の3種 がある。状態動詞 「いる,で きる」

や,形 容詞 ・形容動詞 「若いとき/元 気なとき」 は,そ の状態の存続 して

いる 〈期間中〉を表わし,未 来のことにも過去の事実にも使える。

6・ 一したとき一した

この形式は 「～したあいだ」と 「あいだ」が使えない。 「た」 の連体形

が属性所有を表わすところから,

○いなかへ帰った とき旧友に会 った。

「いなかへ帰った」は 「とき」の属性として状態化する。その 「とき」は

どんなときか}い なかへ帰った ときだ。一 つまり事態の成立を動作過程
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と して分 析 しな い 。 全 行 程 を一事 実 と して と らえ る・場 面 は 目的 地 か 途 中

力、判∫然 と しな い こ と にな る。

○ 日本 へ 行 った とき 買 った本 です 。1沖 縄 に寄 った 。/富 ± 山 を 見 た 。

も ち ろん動 作 性 と して・「た 」の完 了 が強 調 され た言 い方 も成 り立 っ 。〈完

了 時>ま た は 〈完 了 後 〉 を表 わす 。

○足 が棒 の よ うに な っで,う ちへ 帰 った とき は ク タ ク タ。(且15)

○ あ の電 報 が 来 た とき はび っ く り した よ。

状態 動 詞 も,状 態 の 〈成 立 時>を 表 わす 。

○受 付 に とい うお 話 が あ りま した と きは,し りごみ した もの で す が,(II

23)

さて,5.の 「～す る とき」6。の 「～ した と き」は しぱ しば 用 法 が重 な る。

2っ の動 詞 の 時 問 関 係 は 文 末 動 詞 の性 質 に よ って決 定 す る。

○撚 うち一{魏 とき・遊 持って来た・

「持 って くる 」 の よ うに 「うち へ来 る」 と平 行 し うる行 為 〈平 行 性 の行

為>は,行 為 の 同時 性 を表 わ し,5.6,両 形 式 に差 は生 じ な いb

O伽 うちへ1魏 とき諒 人絵 った。

「会 う
」の よ うに 「うち へ 来 る」と平 行 し えな い行 為 は く順 序 性 の行 為>

とな り,5.「 ～ す る と き」 形式 で は時 問 的 先 後 関 係 を生 み 出 す 。 両形 式 は

揚 面 の違 い を生 じ,「 来 る とき」 は く途 中 〉で,r来 た と き」 は 〈同 時 性 〉

ゆ え 「うちで 」 恋 入 に会 った ので あ るg目

○ふろに胤 射 とき,足 翫 った。

これ も 〈順 序 性 の 行 為 〉 で あ り,先 後 関係 を生 む。 「は い る とき」 は

〈直 前 〉 に,「 は い った と き」 は く同 時性 〉 の行 為 で あ る。

7～ して い る と き ～ した

「と き/あ い だ/う ち
」 い ず れ も可 能 な形 式 で あ る。 「して い た ～」 だ と

「うち」 が 使 え な い
。7.の 形式 は,継 続 動 作動 詞 の 揚 合 は継 続 ・進行 中 と

い う 〈最 中 〉 を 表 わ す 。

○ え くぼ は笑 っ て い る と きで き る。
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02入 の令嬢が茶室へはいる前にたびをはきかえているとき,菊 治も来

た。(III46)

瞬間動作動詞なら結果の現存中という 〈期間中 〉 を表わす。

○窓があいているときは,ど ろぽうがはい りやすい。

状態動詞には 「ている」形が付かない。

8・ ～するまえに一する

9.酎 したあと・で～する

先行動詞のテンスは 「まえ/あ と」 の語で決まる。事実の過去 ・未来 と

は関係ない。「酬したまえ/～ するあと」 とは言えない。

○国の飛行場を出たまえに,友 だちが大勢見送 りに来た。(留学生の誤

用)

5.のr一 するとき」形式を用いるべきであろう。

1α 一する時間より～する時間のほうが～だ

11.一 した時問より～した時問のほ うが一だ

○彼は勉強する時問より寝る時問のほうがみじかい。・

「する一 す る/す る一 した/し た一 する/し た一 した」の組み合

むせの他,「 ている」 の加わった組み合わせも考えられる。 「んする時間」

・は概念的で,日 常の習慣化 した一般的事実として,「 ～した時問」 は具体

的で,あ る特定の事態について述べている。

○教室で勉強する時間より友だちと話し合 う時間のほうが楽しい。

○彼はアメ リカにいた期問より目本にいた期問のほうが長かった。

「する/し た」の組み合わせも成 り立つ。(多くは状態動詞か 「ている」形

式の場合)

O家 にいる時間より会社にいた時問の方が長かっただけに(H29)

○(電車で)立 っていた時間より坐っている壁園のほ うが長い、

12.解 してか ら一する

13.解 してから一した

以下15.ま では,あ る動作 ・作用にひき続き次の動作 ・作用が生ずる場
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合 で あ る。 いず れ も先 行 句 の テ ンス は展 開句 の テ ンス(文 末 の テ ンス)に 規

制 され る。 展 開句 が過 去 な ら先 行句 「～ して か ら」 も過 去 とな る。

○ 菊 治 は 茶 を飲 ん で か ら茶 わ ん を ち ょ っ とな が め た 。目

「なが め る」 と有 意 志 性 動 詞 の揚 合 は動 作 の順 序 性 で あ る が
,

○東 京 へ 来 て か ら も う三 年 半 が 過 ぎま した・(II43〉

「過 ぎ る
」 の よ うな 無 意 志 性 動 詞 の とき は 「...シ テ 以来..・ ダ 」 とな

る こ とが 多 い 。

14,解 して ～す る

15・ 一 して 一 した

「解 して
」 展 開 は,陳 述 の しめ く く りをせ ず 展 開句 へ と流 れ る。 表 わ す.

意 味は 前 形 式 「～ してか ら」 に近 い。

○菊 治 は あい まい に言 っ て,茶 わ ん を下 に 置 い た 。(皿53)

前 の動 作 が は っ き り終 わ って か ら次 の動 作 に移 る場 合 が 多 い が ・ さ らに

○一 直 線 に生 が き の 間 を横 切 って,大 通 りへ 出 た。(II86)

○着 物 の はな や か な 色 彩 が 目に あふ れ て,は じ め1人 々 々 の見 分 けは つ

か なか った の だ。(II51)

の よ うに,前 の動 作 が 成 立 す る こ とに よ っ て次 の結 果 が生 じた,と い う因

果 関係 を も って くる 。 次 の 例 は19・ 「～な が ら」 の 〈同 時 進 行 〉 に近 い。

○飛 行 機 が煙 を吐 い て/吐 き なが ら墜 落 した 。

16・ ～ し～す る

17・ ～ し 一 した

い わ ゆ る 連用 形 中止 法 で あ る。 先 のr一 して」 展 開 は,前 の動 作 が一 段

落(完 了〉して か ら次 の 動 作 に移 る とい う行 為 の 時 間 的 順 序 性 と連続 性 と を

有 して い た が,中 止法 「厚 し」 展 開 は,心 理 的 に無 関 係 な動 作 ・作 用 を 無

秩 序 に 並列 す る とい う意 識 で あ る。 各動 作 ・作 用 は話 し手 の観 念 と して は

現 在 で あ る。

Qそ うだ な 。 お 茶 を 飲 み,ジ ュ ース を飲 み,そ れ か ら牛 乳 も飲 も うか 。

O朝 は 食 事 の 前30分,か な らず 書 斎 に か ぎ をか け,こ と りとも音 が し
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なかった。(II59)

もちろん15.「一 して」展開と同様に因果関係を表わす例も見られる。

○将来への励ましにするのも有意義かと思い,次 のよ うな会を開 くこと

にいたしました。(II43)

18・ 解 しながら酎する

19・ 阿しながら～した

動作動詞に 「ながら」が付 くと 〈同時進行 〉か 〈逆接>と なる。その

差は先行動詞と後続句の 意味(文脈)で 決まってくる。(「一していながら」

形式はすべて逆接)。目〈同時進行 〉 は同時に起こる継時的な作用 ・行為を

有情的に関係づける発想で,動 作主が無情物の場合は擬人化する。

○た くさんの原子力が同時に勢いづけられまして,お 互いに衝突 しなが

ら反応 をどんどん進行 していく。(III22)

「歩きなが ら/食 べ～/泣 き～/寝 ～/ 一 ・し～」 と有意志性の継続動作

動詞に続 くのがふつ うで,「落ちる/鳴 る/_に なる」等の無意志性動詞

に接すれば逆接となる。同時進行 「ながら」は瞬聞動作動詞には続かない

が,「手 をたた きなが ら歩 く。」 のように 〈反復行為>と してなら成 り立

つ。「なが ら」 を受ける述語動詞は,「なが ら」に先立つ動作と 〈平行性の

行為 〉 をなす ものに限られ,〈 順序性の行為 〉 は不可能である。 それゆ

え多 く継続動作動詞が述語 となる。 しかも,同 一主体の行為に限られ,前

後で主体の入れ替え(主語の転換)が きかない。7・ 「解ているとき」では

○橋を渡っているとき考えた。/救急車を見かけた。!地震が起こった、

いずれも可能であるが・ 「ながら」 の場合は同一主体の平行性行為 「考え

たJし か成立 しない。なお12・～19・の各形式の違いは,日 本語教育 の初期

の段階で しっか りおさえておく必要がある。

・Qラ ジオを聞き,勉 強する。 く並列 〉

○ラジオを聞いて勉強する。 〈因果関係>

○ラジオを聞いてか ら勉強する。〈順序性 〉

○ラジオを聞きなが ら勉強する。く同時進行>
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